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町田市接続カリキュラムの概要について 

１ 策定の背景・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 策定にあたっての基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習指導要領等の改訂 

平成 29年３月に公示された新しい学習指導要領等の改訂により、幼保小のみならず、

中学校、高等学校まで一貫して育むべき３つの資質・能力が整理された。幼児教育の重要

性が高まる中で、幼児教育が小学校以降の資質・能力の基礎を育む重要な時期であること

を改めて示した。 

 より求められる小学校との円滑な接続 

小学校教育においては、合科的・関連的な指導や短時間での学習などを含む授業時間や指導の

工夫を行いながら、幼児期に総合的に育まれた資質・能力を各教科等の特質に応じた学びにつな

げていくことが求められている。 

 町田市における幼保小連携の現状・課題 

町田市で行った「モデル事業」「幼保小連携に関する実態調査アンケート」の結果や接続カリ

キュラム検討の中で、各園と小学校の現状と課題を明確化した。 

①幼保と小の教育内容の違いに関する理解が不足している。 

②幼保と小で接続期を見通したカリキュラム策定が進んでいない。 

③幼児期から小学校期の教育に十分に連続・発展されず、幼児期の教育において育成された資

質能力が発揮されていない。 

幼児期の教育、小学校期の教育の質向上を図るため、接続カリキュラムは次の基本的な考え

方に基づき策定する。 

 子どもの学びと育ちを伸ばす   幼児期の教育を通して育まれる資質・能力を基礎とし

て、小学校においても、児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことが可能にな

るよう、子どもの学びと育ちを伸ばす。また、特別な支援を必要とする児童へより一層の

配慮を行う。 

 相互に接続を見通した教育の実践   保育者・教員が幼保の「遊び」を通した総合的な

教育と、小学校の教科等の系統的な教育との「教育の質の違い」に配慮する。 

 職員間の意見交換、合同研究の充実   保育者・教員が相互に子どもの発達を長期的な

視点で捉え、互いの教育内容や指導方法の違いなどの理解を深められるようにする。 

 幼保小子ども交流の充実   入学前の子どもたちが、小学校生活への期待が膨らみ、前

向きな意欲へとつながるよう幼保と小学校の子ども同士の交流（授業体験、児童の園訪問

など）を重視する。 

 保護者理解・連携の促進   保育者・教員が保護者の幼児教育への理解を促進し、家庭

との連携を深め、接続期の子どもの学びと育ちを伸ばすことができるようにする。 

資料 ８ 
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３ 本カリキュラムの特長 

（1）町田市接続カリキュラムを２つのカリキュラムで構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）町田市として目指す「なかよく・わくわく・いきいき 町田っ子像」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５歳児の 10 月～３月（アプローチ期）のカリキュラムを「アプローチカリキュラム」、小学校１

年生の４月～７月（スタート期）のカリキュラムを「スタートカリキュラム」で構成 

 

 

 町田市内の幼保・小学校が、共通の目的・方向性をもって接続期の教育が実践できるよう、町田

市として目指す「町田っ子像」、「8つの具体的視点」を示した。 

 保育者・教員が「町田っ子像」を実現するために、接続期のそれぞれの子どもの姿を捉えた上で

保育・教育を実践するための視点を「8つの具体的視点」としてまとめている。 

◇目指す「町田っ子像」 

 

◇「町田っ子像」と「８つの具体的視点」 

＜ともに生活する子＞ 

●自分の思いを伝え、相手の思いを受けとめる 

●規範意識をもつ 

●一緒に活動することを楽しむ 

＜進んで学ぶ子＞ 

●興味・関心をもって意欲的に取り組む 

●子どもが自ら考える 

●わくわくきらきら心を動かすことができる 

＜自他を大切にする子＞ 

●自己肯定感をもつ 

●ひと（自分も他人も）を大切にする 

 

 

「なかよく・わくわく・いきいき町田っ子」

●友だちや先生などまわりの人との関わりを大切にしながら、
みんなで学び合い、生活する“なかよく”

●様々なことに心動かし、興味関心をもって取り組む“わくわく”
●集団生活の中でも子ども一人ひとりが自分に自信をもって
行動する“いきいき”

〈
接
続
期
〉 

自覚的な 

学び 

学びの 

芽生え 

 

町田市接続カリキュラム 
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（3）「つながりシート」 

 

 

 

＜つながりシート イメージ図＞ 

 

 

 

 保育者・教員が子どもの育ちの連続性を把握し、それぞれの子どもの時期にふさわしい教育を実践

できるように支援のポイントや環境づくり、活動例を示した「つながりシート」を策定 
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（4）町田市接続カリキュラム作成方法 

 

 

 

 

 

 

＜アプローチカリキュラムシート イメージ図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本カリキュラムに基づき、各園・小学校で子どもの円滑な接続を見通した教育課程の編成を行

う。そのために、その編成の標準的な様式として「アプローチカリキュラムシート」と、その作

成手順、方法について掲載。また、小学校入学以降、幼児期の育ちや学びを踏まえ各教科等にお

ける学習につなげるための「スタートカリキュラム」の作成手順、方法を提示 
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（5）円滑な接続を見通した教育の実践事例 

 

 

 

 

 

 

 

＜実践事例のイメージ図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 接続期の課題や市内各幼稚園、保育園、公立小学校における取り組み等を踏まえて、幼児期から

児童期への円滑な接続をするための教育の実践事例を提示 

＜掲載事例＞ 

●交通安全教室で交通ルールを守ろう！  ●音はなぜ出るの？  ●電車ごっこ 

●朝のスピーチ  ●さあ はじめよう きょうから １ねんせい ●異文化にふれよう！ 
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（6）子どもの交流、職員間の連携、家庭との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本カリキュラムの今後の展開 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 接続期カリキュラム講演会の開催 

接続期の子どもの教育に関する講演を行う。2019年 2月開催予定。 

 接続カリキュラム作成実践ワークショップの開催 

町田市内５地域に分け、各地域に設置する幼稚園、保育園、認定こども園の保育者および小学校

教諭が一同に介し、カリキュラム内容の説明、参加者同士で幼保小連携の理解を深めるための意

見交換やデモンストレーションを実施する。 

 

 幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続を図るための具体的な取り組みとして、園と小学校の交

流・連携の方法や、家庭との連携について提示 

 

●子ども同士の交流・・・園訪問、学校訪問、授業見学など 

●職員間の連携  ・・・幼保小連携協議会、幼保小担当者会議、職員合同研修など 

●家庭との連携  ・・・保護者就学準備説明会（アプローチカリキュラムの説明、家庭で行う就学

準備）、就学説明会（スタートカリキュラムの説明等）、小学校参観など 

＜町田市接続カリキュラム検討委員（敬称略）＞ 

 

鶴川第一小学校   校長 中村 雄一        立華幼稚園      園長 山岸 喜一郎 

 主任教諭 小泉 裕美（２年担任） 町田こばと幼稚園   副園長 神蔵 かおる 

町田第一小学校 主幹教諭 後藤 富美子（１年担任） 鶴川若竹幼稚園    園長 萩原 康弘 

町田第四小学校 主任教諭 山田 江里（２年担任）  開進幼稚園  年長学年主任 近野 結以 

南つくし野小学校 主任教諭 竹下 侑希（１年担任） 山崎保育園    担当係長 加藤 三津子 

小山中央小学校  主任教諭 栗城 佳美（２年担任） しぜんの国保育園   園長 齋藤 美和 

高ヶ坂小学校     校長 大和 愉子       小野路保育園  ５歳児担任 小寺 咲 

   主任教諭 佐藤 陽子（２年担任） サンフィール保育園  園長 網野 裕華 

 

 

 


